
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 312 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 論理国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校「論理国語」 （第一学習社） 

副教材等 ３回書き込み式 標準漢字演習 （東京法令出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・様々な文章を「読む能力」「考える能力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」「話

す能力」をしっかりと身に付けてください。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょう。 

授業中のノートについては、板書を丸写しするのではなく、自分なりに理解したことを盛り込んで書

くようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し表現する資質・能力を次の

とおり育成することをめざす。 

（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の基本的な知識や技能を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝 

え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）他者との言葉のやりとりを通して、他者の思いや考えを慮り、現代を生きる若者の一人として他者

や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要 
な国語について、その特質を 
理解し適切に使っている。 

「書くこと」，「読むこと」の各領 
域において，生涯にわたる社会生 
活における他者との関わりの中で 
伝え合う力を高め、自分の思いや 

考えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関 
わったり、思いや考えを深めた 
りしながら、言語感覚を磨き、
言葉を効果的に使おうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

評論を読む（１） 
ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]：筆者が定義する「天然知能」につい

て把握し、これからの人間の知性のあり方

について考えようとしている。 

ｃ：文章を粘り強く読み、本文の構成と論理

の展開を捉え、要旨をまとめようとしてい

る。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「天然知能として生き

る」（郡司ペギオ幸夫） 

評論を読む（２） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[書]：言い換えや比喩を用いながら、自他

の関係性について論じる叙述の方法を理

解している。 

ｃ：自他の関係性についての筆者の主張を

自身に引きつけて考え、表現の仕方を工

夫して書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］自他の「間あい」 

（鷲田清一） 

評論を読む（３） 
ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]： 

ｃ： 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「『私』中心の日本語」

（森田良行） 

評論を読む（４） 
ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]：筆者の述べる西洋と日本の「自然」

を対比的につかみ、筆者の問題意識や執

筆意図をつかもうとしている。 

ｃ：「自然」という言葉について、それぞれの

例における意味内容の違いを説明しようと

している。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「日本人の「自然」 

（木村敏） 

論理研究（１） 

ａ：推論のしかたについて理解し、活用する

方法を学ぼうとしている。 

ｂ[書]：主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検証し、文章の妥当性や信頼

性を吟味して内容を解釈する方法を学ぼう

としている。 

ｃ：推論の種類の違いを把握し、それぞれ

の事例について積極的に考え、その妥当

性を検討しようとしている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「推論とは何か」 

仲島ひとみ 

２ 

評論を読む（５） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]：「『欠落』や『無』が重要な役割を果た

している芸術作品」について、調査したこと

をまとめたり発表したりする。 

ｃ：「欠落」や「無」が重要な役割を果たして

いる芸術作品の例について積極的に調

べ、表現の仕方を工夫して報告文を書こう

としている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「手の変幻」 

（清岡卓行） 

評論を読む（５） 
課題提出 発問評価 授業態度 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

［教材］「働かないアリに意義

がある」 

（長谷川英祐） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]アリの生態の紹介から人間社会の問

題点へと展開する論の構造を読み取り、筆

者の主張を理解しようとしている。 

ｃ：筆者の主張をふまえ、学習課題に沿っ

て自分の考えを文章にまとめようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ノート提出 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

評論を読む（６） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ[読]：ＡI（人工知能）の発展がもたらす社

会と法の関係の変化を把握し、今日的な問

題意識を持とうとしている。 

ｃ：本文を粘り強く読み、テクノロジーの進化

が経済活動にもたらす変化を説明しようとし

ている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「ＡI 時代の社会と法」

（小塚荘一郎） 

評論を読む（７） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ［読］：動的平衡という視点から生態系を

捉える筆者の主張を把握し、生物多様性

が必要な理由について考察しようとする。 

ｃ：生物多様性の必要性について述べた本

文の構成と論理の展開を捉え、要旨をまと

めようとしている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「なぜ多様性が必要

か」（福岡伸一） 

３ 

論理研究（２） 

ａ：推論のしかたについて理解し、活用する

方法を学ぼうとしている。 

ｂ［］：主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検証し、文章の妥当性や信頼

性を吟味して内容を解釈する方法を学ぶ。 

ｃ：個別の事例と筆者の主張との関係を理

解しようとしている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「帰納法のワナ―一

般化に対する疑問」 

（谷岡一郎） 

評論を読む（８） 

ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ［書］：将来の社会のあり方について述べ

た文章の内容を基に、自分の考えを論述し

たり発表したりする。 

ｃ：「都市型コミュニティ」の中の居場所につ

いて考え、自分なりの意見をまとめようとし

ている。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「コミュニティ空間とし

ての都市」 

（広井良典） 

評論を読む（９） 
ａ：常用漢字を習得し、語彙を豊かにすると

ともに、文章の構成や展開のしかたについ

て理解している。 

ｂ：［読］メディアを「第二の身体」と捉える論

理を把握し、自己と技術や道具との関係に

ついて考えを深めようとしている。 

ｃ：、自分が親しく接しているメディアがどの

ような「第二の身体」として機能しているか

を考え、今後のあり方に反映させようとして

いる。 

課題提出 

定期考査 

小テスト 

発問評価 

定期考査 

ノート提出 

授業態度 

振り返りシー

ト 

ノート提出 

［教材］「『第二の身体』として

のメディアと技術」 

（若林幹夫） 
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  ・話すこと／聞くこと …  （    ）時間 

  ・書くこと      …  （ ２５ ）時間 

  ・読むこと      …  （ ４５ ）時間 


